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○増減率： 0.5倍 ２倍 １倍 １倍

0.5＋２＋１＋１
○増減率の平均：

４
＝ 1.125

○収入上昇特例による調整：
（１）過去の平均収入×増減率の平均の３乗 900万円 × 1.125³ ＝ 1,281万円 ①

例えば、毎年1,000万円の売上のある農業者が、平成２７年の水害
で収入が半分に減少した場合の基準収入の試算

過去に自然災害による大幅な収入減少があっても、
収入上昇特例により基準収入は補正されます！

過去５年間の収入金額
保険期間の

見込収入金額 ②

５中５の平均

900万円

収入上昇特例を適用

1,000万円

（２）調整後の過去の平均収入①（1,281万円）と、保険期間の見込収入金額②（1,000万円）を比較し
て、いずれか低い方が基準収入。

1,000万円⇒


